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楽しいイ
ベント盛りだくさん！

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加
入
者

の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と
い
い
、

保
険
料
の
納
め
方
に
よ
り
次
の
３

つ
の
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

　

自
分
は
第
何
号
被
保
険
者
な
の

か
知
っ
て
お
き
、
被
保
険
者
の
種

類
が
変
わ
る
と
き
は
、
必
ず
届
け

出
ま
し
ょ
う
。

「
第
１
号
被
保
険
者
」

　

自
営
業
者
な
ど
と
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
・
学
生
な
ど
（
加
入
時
に

は
市
役
所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
、

保
険
料
は
自
分
で
納
付
し
ま
す
。）

「
第
２
号
被
保
険
者
」

　

会
社
員
・
公
務
員
な
ど
（
加
入

の
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
、
保

険
料
は
給
料
な
ど
か
ら
差
し
引
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保

険
料
を
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
）

「
第
３
号
被
保
険
者
」

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
加
入
の
手
続
き

は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で
行
い
、

保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
が
負
担
し
ま
す
。）

　

最
低
25
年
以
上
の
受
給
資
格
期

間
が
必
要
で
す
。
受
給
資
格
期
間

に
は
次
の
よ
う
な
期
間
が
含
ま
れ

ま
す
。　
　

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た

　

期
間

②
第
２
号
被
保
険
者
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間

④
保
険
料
の
免
除
期
間
や
若
年
者

　

納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付
特

　

例
期
間

⑤
加
入
が
任
意
だ
っ
た
た
め
加
入

　

し
な
か
っ
た
期
間（
カ
ラ
期
間
）

※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
月

で
も
、
残
額
の
保
険
料
を
納
め
な

い
月
は
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

60
歳
に
達
し
た
時
の
納
付
期
間

な
ど
の
合
計
が
、
25
年
（
３
０
０

月
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
次
の

よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

<

高
齢
任
意
加
入>

　

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
任
意
加
入

し
て
、
年
金
受
給
権
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
で
も
受
給
権
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
65
歳

か
ら
70
歳
ま
で
の
間
、
特
例
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
こ
の
特
例

の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

任
意
加
入
は
、
実
際
に
申
し
込

み
を
し
た
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
は

受
け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

年
金
の
額
を
増
や
す
に
は
、
次

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

<

付
加
年
金>

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
と
併
せ
て
付

加
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
付
加
年
金
の
受
給
金
額
は
、

付
加
年
金
を
納
め
た
月
数
×
２
０

０
円
で
す
の
で
、
給
付
率
が
高
く

た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

国民年金は、老後の経済的支えになるだけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家の働き手
が亡くなった時など、あなたやあなたの家族を守る保険としての役割もあります。加入の届出漏れや保険料の
納め忘れがあると、年金が受けられないこともありますので、「あのときに・・・」と後悔する前に、国民年
金に加入しましょう。今月は老齢基礎年金と障害基礎年金についてお知らせしますので参考にしてください。

〜 11月は「ねんきん月間」です〜

国 民 年 金 き ほ ん の き

知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
基
礎
知
識

老
齢
基
礎
年
金
を

　
　
　
受
け
る
た
め
に
は
…

受
給
資
格
期
間
が

　
　
　
足
り
な
い
時
は
…

年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

　９月30日までに国民年金保険料の納付を
した人には、日本年金機構から「社会保険
料控除証明書」が11月中旬に送付されま
す。また、10月１日以降にはじめて納付し
た人には来年２月初旬に送付されます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」についてのお問い合わせは、
控除証明専用ダイヤル
☎０５７０－０７０－１１７
（ＩＰ電話の場合は）
☎０３－６７００－１１３０
※平成24年３月15日㈭までの月〜金曜日
(祝･年末年始を除く)、午前９時から午後
５時まで

年末調整や確定申告には

「社会保険料控除証明書」が必要です
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老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て
65
歳
で
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
人
が
、
65
歳

に
な
る
前
に
請
求
す
れ
ば
、
そ
の

時
の
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
、「
繰
り
上
げ
支
給
」

と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
点

に
注
意
し
て
請
求
は
慎
重
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
額
は
請
求
時
期
に
応
じ
て

　

減
額
さ
れ
、
支
給
率
は
生
涯
変

　

わ
り
ま
せ
ん
。

②
請
求
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支
給

　

と
な
り
ま
す
。（
遡
っ
て
支
給

　

さ
れ
ま
せ
ん
）

③
65
歳
ま
で
は
遺
族
厚
生
年
金
と

　

同
時
に
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
請
求
後
、
障
害
の
状
態
に
な
っ

　

て
も
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

　

れ
ま
せ
ん
。

⑤
請
求
後
、
夫
が
死
亡
し
て
も
、

　

寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑥
請
求
後
、
受
給
す
る
前
に
死
亡

　

し
て
も
遺
族
が
寡
婦
年
金
や
死

　

亡
一
時
金
な
ど
の
給
付
を
受
け

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
、
請

　

求
の
取
り
消
し
、
変
更
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
66
歳
以
降
に
請
求
す
る
、

「
繰
り
下
げ
支
給
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ

て
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

加
入
中
の
病
気
や
け
が
で
日
常
生

活
に
著
し
い
障
害
が
残
っ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。　
　

　

障
害
基
礎
年
金
は
次
の
３
つ
の

条
件
が
そ
ろ
え
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

　

け
が
の
初
診
日
に
お
い
て
、
国

　

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
と

　

き
、
又
は
国
民
年
金
の
被
保
険 

　

者
で
あ
っ
た
人
が
日
本
国
内
に

　

住
所
を
有
し
、
60
歳
以
上
65
歳

　

未
満
で
あ
る
と
き
。（
老
齢
基

　

礎
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求
し
た

　

場
合
や
、
請
求
後
、
障
害
の
状

　

態
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金

　

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

②
障
害
の
程
度
が
障
害
認
定
日

　
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
ケ
月
を

　

経
過
し
た
日
）
に
お
い
て
、
国

　

民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
定
め

　

る
程
度
（
一
級
・
二
級
）
で
あ

　

る
こ
と
。

③
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

　

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

　

保
険
料
納
付
期
間
と
保
険
料
免

　

除
期
間
等
を
合
算
し
た
期
間
が

　

３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

又
は
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前

　

々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料

　

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　

障
害
認
定
日
に
お
い
て
、
障
害

の
程
度
が
軽
く
、
障
害
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
障
害
の
程
度
に
該

当
し
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
後
障

害
が
重
く
な
り
、
65
歳
に
達
す
る

前
に
１
級
又
は
２
級
の
障
害
の
程

度
に
該
当
し
た
場
合
は
、
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
請
求
が

あ
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
前
（
国
民
年
金
の
被
保
険

者
に
な
る
前
）
に
初
診
日
が
あ
る

場
合
に
は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き

（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後
の
と

き
は
障
害
認
定
日
）
に
障
害
等
級

の
１
級
又
は
２
級
に
該
当
す
る
障

害
の
状
態
に
な
っ
て
い
れ
ば
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
受
給
者
本
人
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
全
額
又
は
半
額

の
支
給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

１
級　
　

９
８
６
、
１
０
０
円

　

２
級　
　

７
８
８
、
９
０
０
円

　

障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
書

の
提
出
先
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
課
年
金
保
険
係
で
す
。
た
だ
し
、

初
診
日
が
第
３
号
被
保
険
者
（
配

偶
者
の
扶
養
）
期
間
中
に
あ
る
場

合
は
、
年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま

す
。

　

裁
定
請
求
に
必
要
な
書
類
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号

　

通
知
書

②
医
師
の
診
断
書

③
病
歴
・
就
労
申
立
書

④
受
給
状
況
等
証
明
書

⑤
所
得
証
明
書
（
20
歳
以
前
に
初

　

診
日
が
あ
る
場
合
）

⑥
生
計
を
維
持
し
て
い
る
子
が
あ

　

る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
明
ら

　

か
に
で
き
る
書
類

⑦
１
級
・
２
級
の
障
害
の
状
態
に

　

あ
る
20
歳
未
満
の
子
が
あ
る
と

　

き
は
、
診
断
書

⑧
そ
の
他

・
共
済
加
入
期
間
が
あ
る
人
は
、

　

年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書

・
療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
そ
の

　

写
し

障
害
基
礎
年
金
と
は

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る

　
　
　
　
障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
の
額
（
23
年
度
）

支
給
時
期
は
選
択
で
き
る
…
！！

繰
り
上
げ
支
給
と
繰
り
下
げ
支
給

事
後
重
症
制
度

裁
定
請
求
の
手
続
き
は
…

障
害
年
金
を
受
け
る
条
件

　日本年金機構では、国民年金保険料の納付のご案内について民
間委託を実施しています。
　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、保険料納付の確認が
できない期間がある場合、左記の委託事業者より電話・文書等に
より納付のご案内をさせていただく場合があります。
◎委託業者名（平成23年11月現在）
㈱アイヴィジット　☎０１２０－３３５－２５０

　わからないことがあったら、気軽に下
記までお問い合わせください。
★市民課年金保険係☎�１１１４
★市民福祉課市民係☎�１３３１（内線
　３３３）
★熊谷年金事務所☎０４８－５２２－５
　１５８

保険料の納付案内を委託していますお気軽にお問い合わせを！




